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１． 研究課題

伝統的発酵食品の発酵過程で生じる代謝産物がどのようにわれわれの体の健康維持にかか

わるかについての詳細はまだ明らかになっていない。しかしながら、発酵微生物によって生

産されるこれらの代謝産物が、われわれの腸内に共生している微生物に対して何らかの影響

を与え、その結果としてわれわれの体の健康維持に影響をおよぼしていることは十分に予想

しうることである。

また、海洋生物に含まれる様々な天然化合物は、海洋生物に共生している微生物がその生

産に関わっていることが明らかになりつつあり、海洋生物内の共生環境が医薬品素材として

価値の高い天然化合物の産生にも影響すると考えられている。

一方、土壌に生息している土壌菌や根粒菌などの共生微生物の状態が農地の生産性に深く

影響することも知られている。

以上いずれのケースにおいても、環境（発酵食品、腸内環境、海洋生物体内、土壌）－共

生微生物の関係がカギとなっている。そこで、これらの共生環境を維持するための機構を理

解することはサプリメントや医薬品などの開発、および高機能農産物の生産、農作物の生産

力アップに貢献しうる知見となりうるため、さまざまな環境－共生関係を対象として、その

関係を成立させている機構を分子レベルで解明することを目的として研究を行っている。

２． 主な研究成果

われわれが味噌の抗ストレス成分として見出したフェルラ酸エチルについて、作用メカニ

ズムの解析研究を行っている。これまでに標的分子を絞り込むことに成功しており、2018 年

度中の論文投稿を行う予定である。また、国内の味噌メーカーと協力して、フェルラ酸エチ

ルを増強した味噌の作成試験を継続して行い、製法に関する知見を得た。ここで得られた知

見をもとに仕込みを行った味噌は 2018 年に実施予定の呈味試験に供する予定である。

広島大学青井義輝准教授との共同研究で行った成果をもとに、海洋生物由来難培養微生物

の培養法開発研究について、第 69回日本生物工学会大会においてシンポジウム『未培養微生

物（微生物ダークマター）の培養、解析、利用に関する研究開発の最前線と展望』をオーガ

ナイズした。
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4.5 学会および社会的活動

第 69 回日本生物工学会大会 シンポジウム『未培養微生物（微生物ダークマター）の培養、

解析、利用に関する研究開発の最前線と展望』オーガナイザー

５． 研究活動の課題と展望

食品の機能性成分については引き続き順調に研究が進んでいる。マウス認知症モデルを用い

て、抗認知症効果の検証試験を開始したいと考えている。これらの成果については発信と社会

実装に向けた取り組みをおこなう予定である。難培養性の共生微生物についても効果的な培養

法が見つかりつつあるため、今年度中に論文にまとめたいと考えている。


